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ジョナゴールドの貯意におけるポリフィルム包装及び保鮮剤の効果
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表1　昭和54年度の試験結果（冷蔵）
1　は　し　が　き

岩手県におけるリンゴのわい化栽培面頓は1，000血を越

え．リンゴ栽培総面積の約卸％を占めるに至っている。そ

の中で，ジョナゴールドは岩手県における主力品唾の一つ

として，わい化栽培面積の約20％を占め．今後とも増加の

傾向にある。本品種は貯蔵性が劣ることから即売を原則と

しているが生産量の増加に伴って出荷調整せざるを得ず，

このため短期間の貯蔵が必要になっている。本報では，本

品種の貯蔵におけるポリエチレンフィルム（PE）包装及び

床鮮剤（エースパック・AI〉1号）の効果について検討を

行ったので，その結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

本試験は昭和54年～56年の3か年にわたって行われた

ものである。供試品種及び台木：ジョナゴールド／址26

（昭和56年現在で7年生）。供試条件：（訂無処理，（参PE

包装（0．03■暮厚のポリエチレンフィルムに新聞紙を同封し

密封した），③pE包装＋AP（APの後の数字は個数を

示す）。供試規模は1区について5～10晦。貯蔵条件：冷

蔵（温度は0～1℃．相対湿度は85～叩％）及び常温（昭

和56年のみ）。なお各年度における満開時期，収穫時期及

び出庫時期については結果の表に示した。またAP1号は

日本グリンナー製で，ゼオライトをK址nOtで化学処理し

たものである。

3　賦　験　結　果

昭和54年度の結果（冷蔵条件）を表1に示した。12月下

旬及び1月下旬出庫ともPE包装による効果は明らかで，

硬度及びリンゴ酸で優った。一万APの効果はAf■（2）区で

認められた。またこの区のガス組成は他区に較べて酸素の

割合が低かった。このことから普通冷蔵ではPE包装にAP

を併用することによって1月一杯の貯蔵が可能と考えられ

る。なお普通冷蔵では1月に入ると脂質の発生が多くなっ

た。昭和55年度の結果（冷蔵条件）を表2に示した。収穫

時期は満開後145日と155日の2回であるが，いずれの出

庫亡＝こおいてもPE包装の効果が認められ，硬度及びリン

区　　 名

分

析

果
重

硬

度

屈
折
堕
不
度

リ

ン
ゴ
酸

（の （lb） （％） （％）
●

3 4 2 14山 4・8 0．6 1

無　 処　 理 3 3 8 1 15 1 3 ．9 0 ．50 －

ポ　 リ　　 袋 3 6 4 12 ．3 13 ．8 0 ．55 13 ．3

ポ リ 十 A f■（1） 鎚 2 1 2 月 1 4 ．4 0 ．57 14 ．0

ポ リ ＋ A f■（2 ） 3 3 8 1 2．4 1 3 ．6 0 ．‘3 9 ．2

無　 処　 理 3 3 4 1 0 ．6 1 4 ．1 0 ．48

1 4 ．1ポ　 リ　　 袋 3 5 8 1 1．3 1 3 ．9 0 ．55

ポ リ ＋ A P （1） 3 6 4 11．3 14 ．0 0 ．4 9 15 ．3

ポ リ ＋ A II（2 ） 3 3 2 12 ．6 1 3 ．8 0 ．6 0 1 1 ．3

注．＊地色は5．0（カラーチャート）　　榊貯蔵日数
10月11日収穫（満開後149日）

ゴ酸の低下を抑制した。またAPの効果は12月出庫で認め

られたが．他では判然としなかった。普通冷蔵においては

満開後145日収穫では1月中旬ごろまで貯蔵が可能とみら

れるが，155日収穫では12月→杯が限界とみられる。一方

PE包装にAPを併用することによって1月半ばまで貯蔵

が可能と考えられる。昭和56年度の冷蔵条件における結果

を表3に示した。11月中旬及び1月下旬出庫においてPE

包装の効果が認められ，硬度及びリンゴ酸の保持が良好で

あり，また脂質の発生も抑制された。しかし12月中旬出庫

では処理効果は判然としなかった。本年度は普通冷蔵にお

いても1月中旬まで硬度やリンゴ酸の保持程度は良いが．

脂質の発生程度は多くなる傾向であった。このことから普

通冷蔵では年内が貯蔵限界とみられる。一方PE包装にAP

を併用することにより1月一杯は貯蔵可能とみられる。昭

和56年度の常温条件における結果を表4に示した。PE包

装及びAf■の効果はいずれの出庫日においても明らかで，

硬度，リンゴ酸の保持及び脂質の発生抑制に効果が大であ

った。特にAf■の併用によって貯蔵後期まで脂質の発生を

抑制した。このことから普通貯蔵においては10月下旬でも

脂質の発生程度が多く商品価値を損うが，PE包装にAP

を併用することによって11月半ばまでの貯蔵が可能とみ
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秦2　昭和55年度の試験結果（冷蔵）

収

穫

区

名

分

析

果

硬

度
（lb）

屈
折
塾
不

日
電
（の

度
（％）

3 2 4 1 5 ．5 14 ．4

3 2 8 1 4 ．5 1 5 ．0

10 月 8 日
無　 処 理 30 8 13 ．9 1 3 ．7

ポ リ十 A P 3 1 2 14 ．5 14 ．4

10 月 1 8 日

無　 処　 理 3 2 8 1 4 ．4 14 ．6

ポ リ　 袋 30 3 15 ．1 14 ．8

ポ リ＋ A P 3 3 3 1 5 ．1 14 ．6

10 月 8 日
無　 処　 理 35 2 12 ．1 1 4 ．5

ポ リ＋ A P 33 4 1 3 ．2 1 4 ．7

10 月 1 8 日

無　 処　 理 3 4 4 1 1．5 1 5 ．0

ポ リ　 袋 33 5 1 2 ．9 15 ．4

ポ リ＋ A P 3 20 14 ．4 15 ．5

i 10 月 8 日
無　 処　 理 3 30 12 ．5 14 ．8

ポ リ＋ A I＞ 3 14 13 ．1 15 ．0

10 月 1 8 日

無　 処　 理 3 40 1 1．1 15 ．1

ポ リ　 袋 3 0 3 12 ．3 14 ．1

ポ リ＋ A P 33 0 12 ．4 1 5 ．0

注．10月8日収穫（満開後145日），10月18日収穫（満開
後155日）
＊上段は10／旬の貯蔵日数，下段は10／18の貯蔵日数
＊＊地色は3．6（10月8日）

表3　昭和56年度の試験結果（冷蔵）

区

名

分 硬

度

屈 リ

析

果

折
塾

ホ

ン

コ●

重 度 酸
lの （lb） （％） （％）

3 2 0 16 ．5 14 ．2 0 ．6 7 2

麺　 処　 理 3 5 2 1 4 ．4 13 ．5 0 ．6 3 9

ポ　 リ　 袋 3 14 1 5 ．3 1 4 ．4 0 ．6 3 4

ポ リ＋ A fl l） 3 1 4 1 5 ．0 1 3 ．9 0 ．6 5 3

〝　 （2 ） 3 2 8 15 ．4 13 ．9 0 ．6 13

〝　 （41 30 6 16 ．0 1 4 ．2 0 ．6 59

無　 処　 理 3 4 4 14 ．0 1 4 ．5 0 ．6 0 8

ポ　 リ　 袋 3 38 14 ．4 14 ．0 0 ．6 1 8

ポ リ十 A P （日 3 3 9 1 4 ．2 14 ．0 0 ．6 0 5

〝　 （2） 3 2 4 1 4 ．0 1 4 ．0 0 ．6 45

〝　 （4 ） 34 0 1 4 ．0 13 ．8 0 ．6 0 9

無　 処　 理 33 0 1 2 ．3 14 ．0 0 ．4 6 4

ポ　 リ　 袋 33 3 13 ．3 14 ．0 0 ．5 3 1

！ ポ リ十 A P t1） 3 50 1 3 ．2 14 ．0 0 ．5 3 4

〝　 （21 3 4 8 1 3 ．1 1 4 ．1 0 ．5 0 8

l　　 〝　 （4 ） 3 4 4 1 3 ．4 13 ．9 0 ．5 3 3

注．10月12日収穫（満開後151日）
＊貯戚日数
＊＊0：なし1：少　2：中　3：多＿　＊榊地色は2．4

られる。なお3か年のいずれにおいてもガス障害や食味試
験における異味等は認められなかった。

蓑4　昭和56年度の試験結果（常温）

出 区

名

分 硬

度

（lb）

屈 計 リ 脂 輪

質

庫

日

折

果

重

例

示

折 度

（％）

ン

ゴ

酸

（％）

収　 穫　 時 ＊＊＊
3 7 7 1 4 ．7 14 ．0 0 ．6 9 0

－

10 ／2 2　＊

無　 処　 理 4 10 1 2．7 14 ．2 0 ．5 7 1 2 ．6

ポ　 リ　 袋 3 8 3 1 5 ．1 13 ．8 0 ．6 1 6 1．4

（1 3） ポ リ十 A P 42 6 1 5 ．5 14 ．4 0 ．6 2 8 1．4

1 1 ′2

（2 4 ）

無　 処　 理 3 5 1 1 1．0 1 3 ．9 0 ．5 28 3 ．0

ポ　 リ　 袋 36 6 1 4 ．6 1 3 ．8 0 ．6 2 3 1 ．6

ポ リ 十 A P 3 53 15 ．6 1 4 ．0 0 ．5 8 0 1．2

1 1 ′18

（4 0 ）

無　 処　 理 36 0 1 0 ．7 1 3 ．4 0 ，5 55 3 ．0

ポ　 リ　 袋 3 7 8 1 2 ．3 1 3 ．6 0 ．6 13 2 ．2

ポ リ十 A P 39 2 1 2 ．9 1 4 ．0 0 ．64 6 1．6

12 ／1 6

（6 8 ）

無　 処　 理 41 2 10 ．9 1 3 ．6 0 ．5 1 2 3．0

ポ　 リ　 袋 3 8 0 10 ．5 1 3．6 0 ．5 4 6 2 ．6

ポ リ十 A P 4 3 8 1 0 ．8 13 ．9 0 ．5 9 5 1．8

注．10月9日収穫（満開後149日）

＊　貯蔵日数

＊＊　0：なし　1：少　2：中　3：多

＊＊＊地色は2．4

4　ま　　と　　め

ジョナゴールドをPE包装することによって，硬度や酸

度の低下及び脂質の発生が抑制され，更にAf■の併用によ

ってその効果は増大した。この結果．通常10月末までとさ

れる果実品質は処理を行うことにより常温で11月半ばご

ろ，冷蔵で1月半ばごろまで良好であった。なお貯蔵用果

実としては満開後140～145日のものを用いるのが良い。

またガス障害等は認められなかった。


